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（附，九月21周忌日蝕観測陣の練評）
山　　本　　一　　清
　去る九月21日の墓轡に於ける皆既日蝕は，多くの感激と深V・印象とを吾人
に與へたものであった．
　日蝕二日の概況は，とりあへす本誌の前號に報じた所であるが，其の後，各
所から集まる報告や，ニウスを見て，感は盆々深い．若しも此の日蝕が，亭和
の時に行はれたのであるならば，5年前のかの北海道の日蝕に劣らない動きを
學俗界は示したことであらうと思はれる．
　先づ，本四の観測陣のことから記さう．昭和・11年の北海道の日蝕へは，本
會員たちが實に霧しく出張して，多くの観測を行ったことは吾人の記憶に未だ
新らしい所であるが，しかし，あの時は，蝕を見得る地域が鯨り廣大であった
ことのために，叉，北海道の本會：支部が回り有力でなかったために，會員たち
は各自好む所に分散して，會としてのlfi一一一が取れなかった．從って，全倉員
中，果して誰が日蝕地へ渡ったかといふことは，今日に至るも樹ほ正確にわか
ってみない．“あなたも，あの日蝕に，北海道へ行かれたのでしたか！2”と　，．
今でも驚く場合がある。　あの時には，“外入部除”が北海道の各地に屯螢した
りしたものだから，會員たちや，一般紅會入士の注意を分散した～二とにもなっ
た一ところが，こんどの皇轡の場合は大に違ふ．第一，本會の垂北支部の有
力なる活動が特に感ぜられた．實際，吾々，殊に内地からはるばる出かけて行
った者は，豫め，いろV・うと忌地の事情について心配をし，取ゆこし二二をし
てみたのであったが，基隆に着いて見て，吉村寒寒の他の支部窪窪たちに迎へ
られ，何から何まで，周到な準備と斡旋とが既に以前から行はれてるたことを
知って，地獄で佛に會つたほど有難く感じた女第であった．第：二，毫轡島内に
於V・て，皆既蝕の見えた地域が，只，毫北州の一部に限られてみて，尚ほ本會
の活動が富貴角附近に集中したがため，熱心な叢叢は殆んど総て富貴角に集ま
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つた．三って，こNで打ち合はせも行はれ，種・々の交渉も，協力も行はれ，
叉，心からの親睦も行はれ，會員としての相互の友誼がしっくり結べたことは
喜ばしV・印象の一つであった。たとひ：，日蝕は曇っても，此所で見知つた三二
同志の友情は大きな牧穫であるといふことが，既に日蝕前夜の親睦會上で感ぜ
られた，毫轡へ往復する船中の生活も亦，この會員相互の心と心とを結びつけ
る大きい因縁となった．尤も，こうした族中の感激は北海道の時の汽車中でも
多少は認められたらしいが，しかし，やはり，汽車と船とでは，いろいろの黙
が違ふ．第三，こんどの日蝕行は，吾々日本入だけが観測陣を張ったので，外
罰人は一入も平なかった．干れがために，時事が萬事，吾々がアト・ホ1ムと
言ったやうな氣安すさを感じたことは著しかった．と言って，吾々は決して外
二人を嫌ふ者でもないし，むしろ，天文學徒なるが故に，常に宇宙的な，三際
的な二心と，興味と，叉，使命感とを持ってるるものであること，．言ふまでも
ないけれど，今，この際の感じとしては，諸外國の天文家が皆職蹴の巷に彷復
してみる聞に，吾・々日本の天文家だけが，この日蝕を，恰も私有物の如く，恣
に之れを自分の家庭内で観測し得ると言ったやうな特筆と天恵とを享受した感
じは，今までに例の無いものであった．
　江北の公魯堂に五藤製の赤道儀が据えられ，之れを中心として，本會の墓北
支部が“天下観測同好愈”といふ名を以って始められたのは近年のことであ
る．しかし，窪川，吉村爾氏を始め，倉員たちの準素の熱心によク，この支部
は，質的にも，量的にも急激に獲達しつXある．この獲展途上に於いて，皆既
日蝕といふ好機を迎えたのである．殊に，皇北は毫轡の首府であり，地方文化
の一大中心である．三って，蔓北での此の會の動きは，其の功果も，影響も大
きからざるを得なV・一＝一吾人が，本丁の観測地として“淡水から富貴角までの
海岸三線”を指定するや，二二支部の主僧者たちは，直ちに活動を開始し，遺
漏なき準備をせられたばかりでなく，幾度か，富貴角：方面を踏査して，燈毫官
椹の諒解と連絡とを獲られたことは有難い努力であったザ
　毫北が肚會文化の点心であったがため，日本二丁協會や，各有力新聞杜や，
公私の回書富山の活動が，亦，壷北を中心として行はれ，從って，此等の活動
舞毫が富貴角にも延長されて，圖らすも，吾kの観測地が，今回の日蝕に於け
る重要な舞毫となったのは，二二なことであった．「かの北海道の日蝕の時は，
新聞，三二，ラヂオ等の活動も分散し，多元的であった．今度は，此等が皆，
富貴角に集まったのである．　（尤も，今回の日蝕に當って，石垣島，アジンコ
iト島中支方面にも若干の観測隊が出張したのであるから，・ウス機關も此
等の各地へ，一部は同行した向きもあったらしいけれど，此等の一ii菱磨以外
の一土地へは，交通や通信上の多大の不便が件なったことと，観測除が多く
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官僚膚であったことなどのために，其の活動を種々の意味に於いて制約せら
れ，　全能力を嚢揮し得なかったし，叉，　そんな氣配が可なり以前から伺はれ
た．しかしながら，吾々の富貴角と，襯愚弄は，些かの官僚臭もなく，全く自
由に，各自が砦，只其の責務のため，全能力を獲揮し得る機會に恵まれたし，
叉，論うした豫想下にあった．從って，鋭敏な肚訴人が全力を墨げて富：凸角に
殺到したのは盗心のことであった．）
　かくして，富貴角は，學徒と肚魯人とを無冠件に艦旧した最も派手な観測舞
毫となった．しかしながら，事實は，決して直れがかの北海道で見られたやう
な御祭騒ぎ的なものとならす，極めて自粛に，鼠紙に，一大宇宙劇を観察する
道場として　幽し得たのは嬉しい．ことであった．豪北から富貴角まで，殊に淡
水から以北の滑海道路が，一般観衆を淘汰して，最も熱心家のみを富貴角に運
んだことが，富貴角を俗化から完全に防いだのであった．誰も彼も全部を算へ
て約80名，其のうち，ほf牛数が吾が乱民であったことも，観測地黒占を俗イヒ
から救ぴ得た因子であった．何観測地黒占の内外が，燈面長と00との監硯下
にあったことも，室氣の俗化を防止し得たものと考へて良からう．
　日蝕時の最：大の心配は天氣である．吾kが，淡水から富貴角方面を指定して
観測地と定めたのは，前壷にも記した通り，若干の自信を有ってしたことでは：
あったが，それでも，愈々といふ日蝕當日の天魔模様は，神以外には知らない
のである．之れについても，いろいろ隠れた心配をされたのは，i嘉北支部の人
kであっただらうと思はれる．何しろ，皆既の2～3分間の，晴れか，曇りか
は，．遠近からやって來る観測者全部のプログラムを端的に債値づけるものなの
だから．
　“基隆は曇るだらうが，富貴角は晴れるかも知れない”汰れが吾人の狙ぴ所
であった．實際，自分の船が基隆に着V・た九月20日の正午頃は，基隆でさへ
雲が淡くて，太陽の姿が時々覗はれた．其の日の夕刻，富貴角へ到着して見る
と1果して天恩は上々であった．尤も，相當な彊さの東北風が吹いてみた．之
れがため，風によって器械が揺れないための心配をした．そして，回春につい
ては，甚だ大きい望みを抱いて，其の夜は眠った．翌朝の室も良かったので，
皆，勇んで，イソ々々と襯測準備をした．其の朝，燈蔓の前庭で，一同“受払
料理”を頂いた時の楡快さは，忘れられない．
　富貴角は虚血島の最北端で，この燈皇の位置は，陸地測量部獲行の斗出から
計算して見ると，
　　　　　　　東経　121。31’41”　　　　北緯　25。10’49”
である．勿論海岸であるが，吾々の観測地黒占は，燈皇敷地の南門外の凹地で，
海水面から約10米の高さであった．　との一一月置で見える日蝕の時刻は大略下の
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通りと豫回した．
　　　　　　　第1綴　（初噺）
　　　　　　　第2御　（皆既）
　　　　　　　第3燭　（生光）
　　　　　　第4燭　（復唱）
12時10分24秒
13B寺411分・G5禾少
13時43分20秒
15時09分00秒
　第1燭（初2gri）は可なり立派に二二し得た．かうした幸先を祀ぴながら，心
を落ちつけて，皆醗までの時間を樂しみつN，各自，部分蝕を，見た1）　）撮影
したりした．この日のトピクは，歎臼前から急に褒達した稀代の大黒黙が太陽
面上に見えてみることだったが，此の大黒黙の二上を，黒い月が進行して行く
のは偉観だつた．
　と～二うが，　月が大黒鮎をすっかり“食って了つた”頃から，　季節風に乗っ
て，山の方から流れ出して來る積齪雲が多くなって來た．之れがどうなるのだ
らうかと室を打ち守ってみる内に，にくV・雲は櫓すばかり，時刻の進むと共
に，蝕分の深まると共に，室全心に性の悪い雲が旗がつて行く，それでも．“或
は1”と思ひながら，　自分は76ミリ赤道儀を覗き込んで，細まり行く太陽像
を見守った．そして，第2燭（皆既）の時刻を相渇する姿勢にあった．時計係
は皆既の愚亭時刻より3分前から秒針を蕾み上げてみる．しかし，もはや此の
時，95％以上に膓けた太陽の，鎌の如き鋭い形は雲の中に全くかくれて，ヂ
カの望遠鏡覗野中に何も見えない。止むを得ず，急に氣榑をきかせて，自分は
計算から獲た豫定の皆既の始まりの時刻に，“Go！”の號令をかけて二つた．
そして，ひそかに長大息しながら肉眼で室を仰いだ．あたりは暗いが，観測隊
員各自も亦，何もなす所なく，只，室を見上げて，沈黙してみるA漸く蝕甚
に近づかうとする頃，　自分は，雲の切れNが太陽の方へ流れて來るのを認め
たので，近くの入々にス早く之れを注意し，爲眞や，スケチをすることを奨
めつX，伺，室を見守った．跨にみた燈毫長も小躍りして喜んでゐられる．こ
の雲の切れ目につfV・て，第2，第3，第4と，4回ばかり，雲の切れ目が太
陽を横切つた1　其の度毎に“黒い太陽像”がクツキリと現はれ，コロナの姿
と，プロミネンスの美しい輝やきが立派に見えた．しかし，皆，やはり心配と
見えて，聾一つ出さなV・・ハラハラした氣持ちで，しかし，此の恵まれた宇宙
美を味ってみる．　爲眞のシャタを切る音も，あちらこちらで聞える．
　さて，さうこうするうちに，時計係の呼び聲は120を越え，いよいよ生光が
近づいたと思ってみると，果して，急に太陽の西南の隅から輝やかしい光が現
はれた．ダイヤモンド・リングであるが，雲のため，常のものよりも多少生彩
を欠いてみたやうな氣がする．、
　皆既相は之れで絡つた．絡って暫く，皆がまだ聲を出さないうちに，自分は
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観察した事をそれぞれノ1トに書き付け，約5分時ばかりして，附近の人々の
顔を見た．苦職の中にも，見るべきものを一通り見た喜びの色が顔に現はれて
るる．それから，自分は招かれて放逡i局のミク・フォンの前に立ち，約10分間
現場での實感放言をした一生光の後の室は：叉々雲が濃くなり，15時過ぎの
丁丁は，途に全く観測し得なかった。
　復圓が駄目となったものだから，吾々は直ちに器械の取り片付けにかNり，
其れが絡つたものから，各自二途についた．自分は丁丁局の車に乗って，17時
過ぎ無事に毫北の宿に着いた．観測参加者の多くはバスに乗って毫北に録られ
たが，申には，車の故障などで，’二二へは翌朝2時とか，3時とかに到着した
とV、ふi氣の毒な人々もあった由．
　21日の皆既蝕の直前，バスや，・徒歩によって富貴角に來集した人数は，吾
々も含めて，約80名と注せられた．荒野の中の一二毫～＝して，とれだけの人
を集めたのは室前のととであるに違ひない．勿論，この人々の中には，天：交家
や星のファンばかりでなく，新聞班や映書ニウス班や，三二二三もあり，自動
車も，大小交へて十二藁、まことに盛観であった．
　二二市に編って，蝕の翌日（22日）20時から，支部の肝入りで，公二三で
座談會が開かれ，本三目を中心として，二二に多方面からの來二者もあり，約
60名と思はれた．　～二Xで自分は一場の挨拶と黙読をなし，地方人士各位の蓋
力に感i謝すると共に，こんどの日蝕の印象や威績を語り合った．自分の早急な
結論としては，富貴角の成績は，篤二二測が一帯にまつ30窯，眼覗観測が二
二80黒占といふ二二である．　爲眞の申でも，活動撮影をやった人の申には，ス
ティル書にして見て，良好なものが多少あるだらうと思ふ．少なくとも，内部
コロナや．プロミネンスの影像に於いて，しかし，普通のカメラの成績は良く
無いと思ふ．下れに反して，三三観測をした人々は，望遽鏡や双眼鏡で見た人
も，肉眼で見た人も，なかなか立涙な蝕を見て居il　r’コロナのスケチなど，殆
んど完全に近いものを獲た人もある．之れは實に大きい教訓であって，將來の
日蝕観測計書に與へる示唆は回しいと思ふ，自分も，以前から，くりかへし，
爲眞に肥り大きい功果を期待しないやう，むしろ眼親観測に注意を集中して，
職業天文家の弊に陥らないやう警告してみたのであるが，之れが，とんどの雲
の多い日蝕の場合などには適中したのである．
　自分自身は，こんどの槻測プログラムとして，三つを選んだ．第1は蝕の接
心時刻を精密に測定すること，第2は，エルノスタ1・カメラを用みて，　コロ
ナの外形を撮影すること，第3は活動爲眞機を使用して，蝕の経過を撮影する
ことであった．此の三つのうち，二二時刻は，第1鱗と第3燭とを測定し得た
のみで，他の，第2鰯と第4燭とは，雲のため，不能に絡つたことは前記の通
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夢．亥ぎに，コPナの撮影は，　雲の急激な二心のため，　カメラの蓋を開ける
チャンスが全然無かった．活動爲一三は，其の撮影操作を河本野崎爾嬢に任せ
たのだったが，之れは，幸ひに，雲の晴れ間を見て，約10米ばかりフィルムを
動かすことが出來たので，必らす何等かの成績を獲たことS思ふ．（實は，1之
れは二品ほ現象してみないのである）
　富貴角からii菱北に二つた吾kは，よその土地の二二隊が如何なる成績を塁げ
たであらうか？　殊に，各地での三三模様は如何であったらうかといふことが
知り’たかった，それで，ラヂオの＝ウヌや，新聞記事に注意したり，叉，直接
に新聞杜へ聞き合はせ・たりしたけれど，　どうも21日中には，確かなことは分
らす，22日になっても，ハ。キリした平骨は知れなかった．薪聞電報などは，
各地に滞在した記者諸君が，それぞれヒイキ目に猷況を報告するものだから，
記事のみに信頼を置きかねた．
　富貴角に於ける室模様と，志下朕況の眞相は，自分が放途した通りである．
：或る新聞記者は，あの放逸を傍で聞いてみて，少し正直過ぎるとか何とか，内
容が多少悲観的であるのを淺念がつてみたやうであるが，自分としては平門は
語り得なV・．たR■，ありのまX，感ずるまNを語ったのであった．しかし之れ
は，（自評するのも，おこがましいが）實感が良く出てみたと，現地や，豪北
で聞いてくれた友人たちは言ってみた．
　22日の夜の蔓北公町回に於ける座談會に，　幸ぴ基隆市内で此の皆既日蝕を
見てみた大阪の吉田長祥氏が列席してみた．そして，基隆でも相常に雲のため
凹まされたこと，しかし，彼所では，太陽が雲のために全く姿を治したことは
無かったと言づてゐられた、して見ると，皆の回想に反して，有名な悪天氣の
基隆に似合はす，蝕は相當に見えたのである．
　アジンコ1ト島での天骨模様も，すいぶん悪かったらしい．別頁に記す如
く，皆既の時，同島1中を船で通った本下階飯氏の報告によれば，室は一面に曇
りで，コロナも何も見えなかったらしい．
　石垣島の様子は，旧聞記事によれば，多少雲が晴れたといふ．しかし，之れ
も本島のことは未だ分らない．飛んで，甲骨の賀二二や，漢口，南昌あたりに：
行った観測歎の模様も，只，新聞電報だけでは分らないが．其の後に見た観測
者の手記等によれば、やはり，大罷は曇りで，三二などは全く駄目であったら
しVb．
　こうした皆既蝕の地：方のみならす，最近集りつNある日本内地の各：方面から
の報告も，　三三あたりからの報告も，’皆，こんどの日蝕は雲のために拶まさ
れ，快晴の室は何所にも見出されなかったらしい．同時に叉，全くの曇天や，
雨天とV・ふ場所も無かったらしい．何だか“天は公亭なもの”と言ぴたくな
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る．要するに，東亜全部を通じて，牛晴牛曇の室模様であったのである．
　共ぎは，昭和18年二月5日の北海道の皆既日蝕である．　そして其の後は，
可なり長く日蝕が日本で見られない運命にあるのだから，是非，この北海道の
日蝕を成功させたいものである．（1941－10－1）
　後記：こんどの日蝕の報告は今爾ほ諸方から集まりつNある．．全部が本町の
編輯の締切りに間に合はないのは残念であるが，一部の績輯を早年二月號に載
せることにもならう．富貴角に於ける観測の成績中に，あNした天氣だつたか
ら，全くの素人の中に意外な良い爲眞を撮られた人々があるらしいのは面白V・．
ことである．大毎の林氏が椰子の葉と共に撮られたコロナの爲眞は良い鳥撃で
ある．當時の内部コロナを立派に表はしてみる．叉，判れに匹敵するものは，
朝日グラフに掲載された“二重うつし”のコロナ爲眞である．これは，素人の
記者が，玄人から撮影：方法を教へられたまkで，室の模様を少しも考慮せす，
めくら滅法に40秒時の露出をしたものである．この40秒間に，2回だけ雲が切
れて，コロナが輝やいた．懸れが其のま』乾板上に爲ってみるのであって，之
れは決して，撮影者自身が老へてるるやうな“二重うつし”ではない．．立派な
2回露出のコPナである．こういふものは，素人の無鐵砲が偶々奏功したので
あって，玄人では全く眞似の出塁ない離れわざといふべきか，叉は“ケガの功
名”と言ふべきか？！（1941－10－25．追記）
　　　　　　　　　　　　編輯蜜　よ　り
　一寸珍らしい日蝕特輯を試みた．締切が濁り早かったので，其の後にも翼々
報告が集まりつNあり，全部本図に入らないのは遺憾である．十一月には田上
天文皇で，九月の’﨎Iの記念展覧會を開く筈ですから，ドシドシ御出品を願ぴ
ます．つぎの第247號は，年末の宿望を達するため，1942年度の“年鑑”の形
にしたいと思ぴ，只今考案申です．之れは一ケ年藺使用し得るものといふ累層
です．国分のほしVb：方は，成るべく早いうちに，豫筆下さい．本年分（第21毬）
の総索引は都合により早年三月號又は四月號に載せます．
　會告　本會の原動力たる乱費は，本愈規則第6條にもあります如く，前
納されて初めて，本川が維螢維持出來る制度であります黒占を御了解下さ
れ，此際白煮各位の御協力を得て，一層直入の確實を期し度く存じます．
何卒との事を御諒承の上，愈員にして未納の方は勿論のζと，新年魚鳥費
の納入を働行して頂き度く切に希望する女話であります．
　念の爲め：一田租7年分学費は　　年額4圓です
東亜四二會舗（不定期，但し毎月数回蛮行）酸年額・四二轟響奪・圓鰻
　鷹召會員は會費免除　慮召又は從軍される場合は直に其旨御申出下さい．
